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　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路

道路の整備

現在施工中の県道長
野上田線(旧143号)街
路事業(赤坂交差点迄)
の早期完成をお願い
致します。
(H24年度～)

事業名　　　　　　　項　目

  三好町一丁目交差点から625m
の1期工区につきましては、電線
類地中化と併せて工事を実施し
てまいりましたが、一部未着手区
間があります。今後も工事再開
に向けて努めてまいります。
その先赤坂交差点までの460m
間につきましては2期工区とし
て、平成27年度より用地買収に
着手しており、;昨年度は北側歩
道内に電線共同溝を埋設する工
事に着手しました。今年度は、南
側歩道内の電線共同溝を実施し
ます。(用地の進捗率9割強契約
済です)
赤坂交差点先につきましては、ま
ずは、上田原駅交差点までの間
の現況を把握するため、昨年度
ドローンにて現地調査を実施しま
した。
今年度は、下半期に測量、設計
に着手してまいります。

道路整備の充実

都市計画道路の整備推進

　県道上田塩川線の道路改良工
事につきましては、平成25年度
から金窓寺から約510m区間につ
いて事業に着手し、須川湖側の
約280m間が完了しています。昨
年度は、金窓寺川を渡るボックス
カルバートの設計を行い、用地
測量を実施しました。　　　　   今
年度は用地買収を行う予定で
す。
事業推進にあたり皆様のご協力
をお願い致します。

1)

県道上田塩川線 (諏訪
形)は、道路幅が狭く車
両の交互通行に支障
をきたしている。特にこ
の区間は狭く、道路改
良工事をお願い致しま
す。
(H23年度～)

 

継
続

社会資本整備の充実

三 好 町
御　   所
中 之 条

継続して実施中

須　 川
諏訪形

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

継続して実施中

長野県
【上田建設
事務所】

継
続
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要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

継
続

長野県
【上田建設
事務所】

県道上田塩川線(朝日
ケ丘自治会入り口～須
川)の道路法面の樹木
が繁茂し交通に支障
があります。今年度は、
隣地の所有者の同意
が得られた、朝日ケ丘
自治会入り口、ワール
ド重機砕石プラント付
近をお願い致します。
（H24年度～）

実現に向け対応を検討

継続して実施中

県道上田塩川線(グ
ループホーム諏訪形)
約35m区間の法止めブ
ロック積上部の土砂部
分法面から最近径50
センチ超の落石があり
ました。またその法面
の劣化と崩落でその上
部の樹木の根が露出
しオーバーハング状態
となって強風が吹いた
り降雨の度、通行車
両、歩行者、県道下部
にある施設に土砂崩落
等が危惧されています
ので早期に対策をお
願いします。
(R元年度～)

長野県
【上田建設
事務所】

　現地確認の結果、対策が必要
と考えています。
道路改良事業区間のため、法面
対策工事を予定しています。

　昨年度は、ワールド重機から下
約190mの舗装修繕を実施しまし
た。今年度も昨年度の続きとして
300m舗装修繕を実施しました。
引き続き予算確保に努め、継続
して実施してまいります。

2)
継
続

継
続

3)

4)

県道上田塩川線は、
各地点で舗装が傷ん
でいます。
ワールド重機プラント
付近の路盤工からの舗
装修繕についてお願
い致します。
(H24年度～)

須　 川
諏訪形

長野県
【上田建設
事務所】

　昨年度台風19号による倒木が
数か所あり対応しました。
今年度も同意頂いた箇所の内、
交通の支障となる箇所から実施
していきます。
所有者の皆様との調整などご協
力を賜り感謝申し上げます。

須　 川
諏訪形

須　 川
諏訪形

継続して実施中
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要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

市道三好町中之条線
の玉井ビル前の交差
点は交通量が多く市道
御所5号線は片側に隅
切り及び側溝が無いた
め冬季には凍結し接
触事故や転倒事故が
発生しているため、道
路改良をお願いしま
す。また玉井ビル前は
排水が悪いため通行
に支障があります、側
溝の設置をお願い致し
ます。
(H28年度～)

市道中川原四原石線
は、当地区の中央部を
東西に連絡する幹線
で交通量も多く幅員の
狭いところが多く交通
に支障をきたしている
ため道路拡幅改良を
お願い致します。
 (H28年度～)

小   牧

須  川

上田市
【土木課】

優先性・緊急性で実施検討

御   所

　現在土木課に寄せられている地元
要望は非常に多く、優先順位を付け
ながら対応しているところです。特に
生命・財産を守る事業と既存施設の
維持修繕を最優先に進めていかな
ければ、今後市全体の土木施設を
満足に維持できない状況となってお
ります。
　生活道路の拡幅につきましては、
基本的に優先事業の後の対応とい
たしますので、御理解と御協力をお
願いいたします。

　側溝の設置につきましては、未
整備の状況で必要があると考え
ております。他の自治会要望も
含め、実施順位をつける中で検
討させてください。
　隅切りの設置につきましては、
まず、緊急性の高い箇所から優
先させていただきます。

優先性で実施検討

上田市
【土木課】

長野県
【上田建設
事務所】

5)
継
続

継
続

6)

7)

県道上田塩川線の須
川集落入口約200m間
は、道路幅が3.5m前後
と狭い区間が多く交互
通行に支障がありま
す、見通しができる区
間は退避して通行して
いますが、ほぼ中間地
点の凸型カーブ付近
は、車両が出会い頭と
なりトラブルが発生して
います。この箇所に退
避可能な道幅の確保
をして頂きたくお願い
致します。
(H26年度～)

課題解決に向け調整

　須川集落入口約200m区間の
道路改良の必要性は、建設事務
所においても認識していますが、
県道上田塩川線の道路拡幅工
事につきましては、まずは、1)の
諏訪形工区を優先的に進め、早
期に事業効果を発現していきた
いと考えております。
皆様のご理解を頂きたいと思い
ます。

継
続

凸型カーブ地点
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長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

上田市
【土木課】

　筆塚交差点付近の約15ｍの蓋
の無い側溝については、蓋付側
溝を布設しました。
　隅切りの設置につきましては、
まず、緊急性の高い箇所から優
先させていただきます。

御所13号線は、御所
公会堂へ区民が集まる
幹線であります、市道
三好町上田原線交差
点(筆塚交差点)付近
は、道路幅が極端に狭
くなり時々事故が発生
して危険です、道幅が
狭い区間の拡幅と隅切
り、又筆塚交差点側溝
約15mの蓋の無い区間
は、歩行者が自動車を
避けようと側溝に落ち
る事故も発生している
ことから改良をお願い
致します。
(H28年度～)

御    所

　蓋付側溝の設置にあたり同意
がいただけない状況ですので、
まず、緊急性の高い箇所から優
先させていただきます。

筆塚交差点蓋付側溝完成

上田市
【土木課】

市道中之条3号線東側
(約30m)は、水路に接
し道幅が狭く、特に市
道三好町上田原線と
の交差付近は狭く時々
脱輪する車が見受けら
れ危険ですので約20m
は、蓋付きU字溝を設
置して頂きたい。残り
区間については、土砂
揚げ等を考慮した構造
等で検討をお願い致し
ます。
(H26年度～)

8)

中之条

緊急性で実施検討

9)

継
続

継
続
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要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

現地立合・一歩前進

　道路拡幅と全線にわたる側溝
整備は困難ですが、路肩のアス
カーブ（山盛りのアスファルト）な
どにより、宅地内への雨水流入
を防ぐ対策をしますので、具体的
な設置個所等の現地立会をお願
いいたします。
　なお、原峠保養園の通学のた
め、今年の秋にグリーンベルトを
設置します。

市道諏訪形25号線と
市道三好町小牧線の
間の田畑は、近年宅地
化が進み交通量が著
しく増加しています、こ
の2路線を連絡する道
路がないため2路線間
約100m間にW=4.0m以
上の道路の新設をして
頂きたくお願い致しま
す。              (H29年
度～)

課題解決に向け調整

御　 所

上田市
【土木課】

　近年、特に城下地域において
民間のミニ住宅開発により通り
抜けのできない道路が増えてお
り、まちづくりの観点から適切な
指導ができないか苦慮していると
ころです。
　御要望の新設道路により、周
辺の皆様の利便性はあがると思
いますが、私道である位置指定
道路との接続となるため、難しい
状況です。

市道三好町原峠線の
(中村氏宅)から原峠保
養園側(高橋氏宅付近)
のコンクリート舗装施工
済区間約170mは、急
勾配の道路で、道路幅
も狭く、交互交通が不
可能で、排水側溝も未
整備のため降雨時は、
道路が水路となり、また
冬季間は雪解け水が
凍結するため舗装も傷
たんで通行するに危険
であります。
中村利光氏宅出入り
口付近約L=10mが市
道面の雨水が宅地へ
大量に流れ込みやすく
床下浸水の恐れがある
ため当面の対策として
アスカーブ等で早急な
対応をお願いします。
原峠保養園の児童(約
5名) の通学路でもあり
非常に危険です。
　三好町側から約140m
区間は幅5.0mでの改
良、残り区間約30m区
間は幅4.0mでの道路
改良をお願い致しま

す。㊫
(H29年度～)

継
続

上田市
【土木課】

諏 訪 形

10)

11)
継
続
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長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

13)

14)

市道須川線青木栄一
氏宅横の道路は、現在
設置されているガード
レールが支障となり道
幅が狭く(L=約6m間)救
急車等がその先へ入
れないため支柱の長い
ガードレールに交換し
てコンクリートで石積み
の法面へ補強する等
で道幅の確保をお願
いいたします。
(H26年度～)

市道中之条31号線道
路改良(約90m)につい
て、本路線は、市道中
之条17号線と市道中
之条18号線を結ぶ区
間で交通量が多いが
狭く時々車同士がニア
ミスを起こしているため
道路改良をお願い致し
ます。
(H28年度～)

農道川辺217号線は、
この地域から県道上田
丸子線へ連絡する道
路で利用者が多く、こ
の区間約30m間の土留
コンクリート擁壁が倒壊
しつつあるため墓地側
の舗装が沈下し通行
上たいへん危険なため
改修をお願い致しま
す。
(H27年度～)

千 曲 町

上田市
【土地改良
課】

　自治会で地権者の同意をいた
だいているところとお聞きしてお
ります。基本的には、緊急性の
高い箇所から優先させていただ
きますが、待避所的な拡幅も御
検討ください。

実現に向け検討

上田市
【土木課】

課題解決に向け検討

　工法、事業費を提示しましたの
で、地元での検討お願いいたし
ます。
　土留めまで施工すると地元負
担が大きくなってしまうので、舗
装のみの施工で検討中。

須    川
上田市
【土木課】

　隣接する赤線の越水対策につ
いては、平成30年度、アスカーブ
の設置と舗装修繕を実施いたし
ました。ガードレールにつきまし
ても、自治会と相談し、実施して
まいります。

継
続

継
続

中 之 条

工法検討

12)

継
続
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長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

15)

16)

17)

市道三好町小牧線宅
幼老所諏訪形前から
約150m間の南側路肩
土留工が施工されてい
ないため舗装が劣化し
て歩行に大変危険で
す、また、自転車等も
通行に支障がありま
す。なお近接地権者の
協力は可能です。
(H29年度～)

城下自治
連
諏 訪 形

上田市
【土木課】

城下自治
連
中　村

諏 訪 形

上田市
【土木課】

上田市
【土木課】

　H29に舗装との段差解消のた
め、砕石を支給し、地元自治会
のみなさんで敷均しをしていただ
きました。
　また、舗装の痛みの激しい部
分につきましては、舗装の打ち替
えを検討してまいります。

　沿線のアパート新築にあわせ、
土地の寄付がいただける区間の
改良（拡幅）を今年度実施しま
す。

　城下駅前で利用者・受益者も
多いことから、クランク形状の解
消と舗装修繕は必要であると考
えております。
　現在、上田交通と用地協力の
交渉を行い、令和２年度中には
合意が得られるよう取り組んでお
ります。
　なお、別所線の代替バスが走
り、舗装の痛みが激しくなってい
る部分も多いことから、適宜修繕
を行っています。

大きく前進しました

道路拡幅完成

実現に向け検討

農道(B334線)相田賢
治氏宅前L=50m間は、
隣接地が宅地化され
交通量も多く、道幅が
狭く通行が危険なた
め、道路拡幅工事をお
願い致します。
(H28年度～)

市道中村城下停車場
線野元美代子氏宅前
の市道は、クランクに
なっていて通行に支障
があります、また舗装
が傷んでおり歩行者の
通行が大変危険です。
城下駅付近には、公共
施設が多くありこの市
道の利用者は大変多く
地域の重要な市道で
す。このためクランク部
の隅切り拡幅約6mと、
傷んでる舗装約20mの
修繕をお願いします。
(H30年度～)

継
続

継
続

継
続
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19)

　平成30年度、舗装修繕と桝蓋
の交換を実施しました。

市道小牧丸子線は、
人家連担区域外の道
路法面は、空石積み
区間が多く次の2ケ所
で(L=14.0m、L=18.0m)
土砂崩落により道路幅
を狭くしている。またこ
の区間はカーブで車
両のすれ違いにも支障
があるため、法止工を
施工して道路幅
(W=4.0m)を確保し安全
な通行が出来るようお
願い致します。
(H30年度～)

18)

一部完成

上田市
【土木課】

須　　川

小　　牧

　崩れた土砂は撤去します。ま
た、石積みにつきましては、民地
（個人所有）ではないかと思いま
すので、確認のための立会をお
願いします。

継
続

継
続

上田市
【土木課】

市道須川線(手塚正雄
氏宅)(清水三郎氏宅)
間約300mの舗装は傷
んでいますので舗装の
修繕をお願いします。
(H30年度～)

現地立合・一歩前進
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長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

21)

地権者の同意が必要です

中 之 条

市道諏訪形7号線と市
道諏訪形8線の間の田
畑は、近年宅地化が進
み交通量が著しく増加
しています、この2路線
を連絡する市道諏訪
形12号線が狭いため
約100m間をW=4.0m以
上の道路へ改良をして
頂きたくお願い致しま
す。                   (R2
年度～) 上田市

【土木課】

20)

市道中之条52号線の
周囲は近年宅地化が
進んでいます、この道
路幅が3mと狭い上、未
舗装で道路線形も90
度に近いカーブで通
行に大変支障がありま
す、このカーブ区間を
含む約60mを幅5mの
道路に改良して頂き交
互通行可能な道路とし
て頂きたく要望致しま
す。
(H30年度～)

優先性で実施検討

　生活道路の拡幅につきまして
は、基本的に優先事業の後の対
応といたしますので、御理解と御
協力をお願いいたします。

別所線橋梁終了後実施

　現在は、千曲川堤防と別所線
千曲川橋梁の災害復旧工事が
行われ、大型の工事車両が通行
していますので、復旧工事終了
後、舗装修繕を実施する予定で
す。

市道御所小牧線は、
千曲川左岸の堤防道
路で大型交通量が非
常に多く舗装が傷んで
います、特に町田忠彦
様付近約100m間の民
地側の傷みが激しく歩
行者、自転車等の通行
に支障があり大変危険
ですので修繕をお願
いいたします。
(R2年度～)

上田市
【土木課】

　土木課としても舗装の必要性
はあると考えておりますが、沿線
地権者の同意が得られていない
とお聞きしております。恐れ入り
ますが、沿線地権者の同意を取
り付けていただき、その後、舗装
工事を実施させていただきます。
　なお、拡幅につきましては、ま
ず、緊急性の高い箇所から優先
させていただきます。

城下自治
連
諏訪形

上田市
【土木課】

新
規

新
規

諏訪形

継
続

22)
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新
・
継

担当課所 自治会名

　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

1)

2)

③歩道の整備

城下自治
連
三  好  町

安全対策実施

長野県
【上田建設
事務所】

歩道工事一部完成

上田市
【土木課】

　現在施行中の県道長
野上田線(旧143号)に
おいて、平成27年度に
完成しました横断歩道
橋は、城下小学校の学
童を主に一般の歩行
者も利用しています。
しかし歩道橋の御所側
へ渡る利用者(特に学
童)が車道へ飛び出す
恐れがあり重大な事故
が発生することが懸念
されます。また整備済
みの県道側歩道から
市道側歩道への歩行
者は、一旦車道へ出な
ければ通行出来ない
状況です。このため安
全で安心して利用出来
る歩道及び自転車通
行帯の整備をお願い

致します。㊫
(H28年度～)

継
続

継
続

城下自治
連
中　   村

三好町横断歩道橋建設に伴う利用者の安全対策

　民間開発にあわせ延長68mの
区間につきましては、歩道幅員
2mに拡幅いたしました。
　全線にわたっての歩道拡幅に
つきましては、用地確保が困難
であること、また、民地との高低
差が大きく擁壁が必要となるた
め工事費が相当に割高であるこ
とから、現実的には困難です。ま
た、大型車の通行も多い重要幹
線道路ですので、車道を狭くする
ことは難しい状況です。

　歩道橋の抜本的改善は現場の
制約や多額の費用により困難で
す。
昨年度県道側の歩道から市道側
歩道への通行に際し、車道へ出
て通行出来ないように防護柵で
締め切り、また、歩道橋から直接
車道へ出ないようにしました。用
水路を挟んだ今回の防護柵の反
対側を通行し、市道側歩道へ通
行頂きますようご理解ください。
まずは、現在の対策で経過観察
させてください。

　市道川辺町国分線
は、近年交通量が特に
多く幹線市道として、
又歩道は、健康増進を
目的としたウオーキン
グのコースとして広く市
民に利用されていま
す。歩道幅員は、県道
交差点の諏訪形信号
機から西側約240m区
間だけ0.6m～0.75mと
狭く歩行者が車両に巻
き込まれる危険性があ
りますので歩道の拡幅
について要望いたしま
す。隣接する民地の取
得が困難な場合、現道
の中心線、外側線を南
側へ移転し歩道幅を
確保する検討をお願い

します。  ㊫
(H24年度～)

10



新
・
継

担当課所 自治会名

　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

小 　   牧
諏 訪 形
中　   村
御     所

上田市
【生活環境
課】
【土木課】

3)

4)

城下保育園南側の県
道については、横断歩
道を移設して対応して
頂きましたが効果が見
られないため、城下小
学校敷地のフェンス内
側(植栽部)の一部を給
食搬入口手前まで歩
道の新設をお願いしま
す。また、合わせて横
断歩道の移設を検討し
て頂きたい。
(H24年度～)    ㊫

　城下保育園前の横断歩道移設
と周辺のラバーコーンの設置に
つきましては、通学路対策とし
て、公安委員会と県でそれぞれ
実施しています。
上田警察署とも協議を行い、新
たな通学児童の動線として、踏
切～小学校間の歩道の設置を
検討すべく、昨年度現地測量を
実施しました。
しかしながら、一部実施出来ない
箇所がございましたので、今年
度は、地域の皆様の意見集約を
お願いします。　　　　　　　　　　そ
の結果を踏まえ、対応方針につ
いて意見交換をさせて頂きたい
と考えています。

城下自治
連
御　   所
三好町
中  　村
諏訪形

長野県
【上田建設
事務所】

課題解決に向け一歩前進

　【生活環境課】
　上田警察署の回答によると、現状
での横断歩道の移設はできないと
のことです。城下小学校敷地のフェ
ンス内側(植栽部)の一部を給食搬
入口手前まで歩道を新設することが
可能であれば、改めて横断歩道の
移設も検討したいとのことでした。
  なお、自治会から、歩道の代わり
に学校敷地内（フェンスの内側）に
児童用の通路を設けて、それを歩道
として認めて欲しいとの御提案があ
りましたが、上田警察署によります
と、敷地内通路では、全ての歩行者
が通行できず、歩道として位置づけ
は認められないとのことでしたので、
フェンスの外側に歩道が設置される
ようお願いします。
【土木課】
　歩道設置や横断歩道移設の条件
が整わない現状で、土木課として提
案できることは、グリーンベルトなど
による歩行帯の確保と、車道のカ
ラー舗装による走行車両への注意
喚起です。学校周辺を通る自動車
等の安全運転について、地域の中
でも御協力いただければと思いま
す。

課題解決に向け一歩前進

継
続

継
続

県道上田塩川線城下
踏切～城下小学校間
(右側)に歩道の設置に
ついて、朝夕交通量の
多いこの区間は、御
所、中村、三好町、諏
訪形の児童が大勢通
学しています。現在左
側の歩道を利用した児
童は、城下保育園前の
横断歩道を渡り小学校
へ登下校しています
が、この位置がカーブ
の中央部にあり、城下
駅方面からの車両等
は歩行者が見えづらく
大変危険で毎朝保護
者等がガードしていま
す。平成24年度に横断
歩道の角度修正をして
いただきましたが効果
がありません、この間の
歩道の無い約130mに
歩道の設置を要望しま
す。また、歩道の設置
後市道の入り口に横断
歩道の設置をお願い

致します。㊫
(H30年度～)

11



新
・
継

担当課所 自治会名

　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

④

2)

　上田警察署に確認しますと、要
望の場所は、中之条から御所方
面に向かい左カーブとなっている
ほか、横断歩道を設置した場合
に運転者から横断歩道の視認性
が悪いため危険性が増してしま
うとともに、同所南側民家の壁等
で歩行者の「待ち場所」が狭い状
況であることから、現状での設置
は難しいとのことです。
　また、同所の東側約90メートル
にある交差点に既存の横断歩道
がありますが、横断歩道と横断
歩道の間隔が近い場合には設
置が難しいとのことでしたのでご
理解願います。

交通安全施設の整備   (横断歩道、ガードレール、信号機、グリーンベルト)

横断歩道の設置　市道
三好町上田原線は交
通量が多くこの地点(御
所445番地、中之条
174番地)は、T字路交
差点で中学生の通学
路となっていて大変危
険です、横断歩道の設
置をお願いします。

(H26年度～)㊫

諏 訪 形
小　   牧

三好町

上田市
【生活環境
課】

※待ち場所確保
地権者の同意が必要です

上田市
【生活環境
課】
【土木課】

中之条

※待ち場所確保
地権者の同意が必要です

検討

1)

上田市
【土木課】

【生活環境課】
　以前から上田警察署に要望し
ておりますが、同所には横断歩
道の設置のために必要な横断歩
行者の「待ち場所」が、ごみ集積
場や車庫前等で適切に確保でき
ない状況ですので、現状では横
断歩道の設置は難しいとのこと
ですので、ご理解をお願いいたし
ます。
【土木課】
　横断歩道移設の条件が整わな
い現状で、土木課として提案でき
ることは、グリーンベルトなどによ
る歩行帯の確保と、車道のカ
ラー舗装による走行車両への注
意喚起です。学校周辺を通る自
動車等の安全運転について、地
域の中でも御協力いただければ
と思います。

ヘアーサロンスワガタ
様交差点横断歩道の
移設　交通量が多く学
童の登下校時特に危
険のため早期に実施を
お願いいたします。

(H24年度～)　㊫

3)

市道上田橋田中浦線
の転落防止柵は、老朽
化が進み劣化(錆)で一
部区間支柱が切断し
柵版がなくなっていま
す車両通行の妨げや
通行者が転落する恐
れが大きいため大変危
険です早急な対応を
お願い致します。
(R2年度～)

新
規

継
続

実現に向け大きく前進

　危険性が高いところですので、
できるだけ早期に対応いたしま
す。工法について御相談させて
いただきます。

継
続
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新
・
継

担当課所 自治会名

　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

⑤

三好町

順次工事実施

御　所

　市道神畑原峠線は、
平成25年12月に供用
開始となり、赤坂交差
点の渋滞解消に有効
に利用されている。そ
の際既存の宅地等との
取り付け及び歩道を施
工して頂いた中で不具
合の事項について何
点か改修して頂きまし
たが、未実施の対応と
新たに確認された事項
について、現地確認の
上対策をお願い致しま
す。
➀歩行者専用道路階
段及び擁壁の水抜き
排水からの水が流れ出
ています。土留擁壁に
影響したと思われ擁壁
に狂いが生じている。
最近土砂混じりの出水
となり歩行者等が滑っ
て事故になりやすく
なった。
(H28年度～)

朝日ケ丘16号線の田
島光男氏宅前約60m
の側溝が劣化して傷ん
で漏水しています、早
急に修繕をお願い致し
ます。
(H28年度～)

朝日ケ丘

冬季期間凍結解消

上田市
【土木課】

継
続

2)

上田市
【土木課】

市道上田橋三好町線
左側中村宅と小林宅
間路肩が崩れ転落防
止網が劣化傷んで転
落の危険がありますま
た側溝等各構造物も
老朽化しています。
改修をお願いします。
(R2年度～)

1)

継
続

新
規

4)

側溝及び付属施設の整備

実現に向け大きく前進

　上記上田橋田中浦線の転落防
止柵と合わせ、緊急性の高い部
分を対応いたします。工法につい
て御相談させていただきます。

上田市
【土木課】

　朝日ヶ丘自治会内の道路側溝
の改修については、順次整備を
進めております。自治会内で優
先順位を決めていただき、重要
度の高いものから整備を進めて
まいりますので、よろしくお願い
いたします。

　擁壁の水抜き穴から水が出て
いること自体は問題ありません。
（擁壁内部に水が溜まり、水圧・
土圧が高まることが問題です。）
　歩道が濡れて冬期に凍結した
り、土砂で歩道が汚れている状
態はできるだけ解消したいと考え
ております。
　また、若干量の擁壁の変位は
やむを得ないと考えております
が、変動が続くと問題ですので、
定期的に注視してまいります。
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新
・
継

担当課所 自治会名

　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

諏 訪 形

県道長野上田線交差
点からの市道中之条
50号線約120m間は、
側溝が未整備で雨水
はほとんど道路面を流
れて民地から地下へ浸
透している状況です、
大雨等の時は、道路沿
いの民家へ床下浸水
します、道路中央部へ
排水路の新設をお願
いします。
(H26年度～)

　側溝整備は必要であると考え
ております。他の自治会要望も
含め、実施順位をつける中で検
討させてください。

上田市
【土木課】

　側溝整備は必要であると考え
ております。他の自治会要望も
含め、実施順位をつける中で検
討させてください。

　狭あい道路のため、土木課で
は側溝整備の優先順位は低いと
考えております。道路からの雨水
流入がひどい部分にアスカーブ
の設置をすることを御提案しま
す。

上田市
【土木課】

市道中之条52号線
は、一部区間(約80m)
に側溝がなく雨水等が
滞って通行に支障があ
ります、南側だけでも
設置をお願いいたしま
す。
(H26年度～)

5)

優先性で実施検討

中 之 条

中　　村

上田市
【土木課】

市道御所諏訪形線宮
下篤氏宅前から市道
諏訪形東中線の右側
約40m、左側約30mの
側溝は、経年劣化が進
み破損しています、改
修をお願いします。
(H30年度～)

継
続

継
続

4)

6)

中 之 条

継
続

3)

優先性で実施検討

継
続

市道諏訪形20号線の
五十川文雄氏宅前か
ら西側約40m間は、道
路排水側溝が無く雨水
は近隣の宅地等へ流
れています。降雨の度
床下浸水等に困窮し
てますので、道路排水
側溝の設置をお願い
致します。
(H30年度～)

優先性で実施検討

上田市
【土木課】

　側溝改修は必要であると考え
ております。他の自治会要望も
含め、実施順位をつける中で検
討させてください。

現地確認の上工法検討
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新
・
継

担当課所 自治会名

　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

優先性で実施検討

　H30に注意喚起のためのポー
ルを設置しました。
　蓋付側溝の整備につきまして
は、まず、緊急性の高い箇所か
ら優先させていただきます。

上田市
【土木課】

上田市
【土木課】

10)
継
続

市道御所6号線小林信
子氏宅前の兼用側溝
蓋は老朽化が進み蓋
上部が沈下しており自
動車の通行時には大
きな騒音が発生してい
ることから改修をお願
いしたい。
(R元年度～)

8)

7)

上田市
【土木課】

御　所
上田市
【土木課】

御   所

市道中之条５７号線沿
線は宅地化が進み出
入り口箇所は、蓋付側
溝になり道路幅が広く
なっていますがそれ以
外は開口部となつてい
て落差が1mもあり、先
日南小の児童が転落
し大変危険です。蓋付
側溝の整備を要望しま
す。延長約(12m、8m、
5m、計25m)南側終点
箇所へ転落防止柵等
(H30年度～)

優先性で実施検討

　側溝改修は必要であると考え
ております。他の自治会要望も
含め、実施順位をつける中で検
討させてください。 御　所

　側溝改修は必要であると考え
ております。他の自治会要望も
含め、実施順位をつける中で検
討させてください。

市道御所14号線は、
通学路になっているが
石坂博志氏宅前(約3m
間)は、道路側溝に蓋
が無く通行にたいへん
危険です蓋の設置を
お願いします。
隣の北澤知弘氏宅間
の約32mは、この区間
をのぞいて簡単な構造
の暗渠になっています
が耐久性に懸念があり
ます改修をお願いいた
します。
(R元年度～)

中 之 条
継
続

継
続

市道御所3号線竹田健
一氏宅前の側溝(U100
型)は、車道用でない
ため一部損壊していて
機能していない、上田
建設事務所施工の工
事と同様の構造で改修
して頂きたい。
(R元年度～)

優先性で実施検討

9)

優先性で実施検討

継
続

　側溝改修は必要であると考え
ております。他の自治会要望も
含め、実施順位をつける中で検
討させてください。
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新
・
継

担当課所 自治会名

　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

　蓋つき側溝を含め、水路の土
砂撤去につきましては、基本的
に自治会の皆様にお願いをして
おります。
　完全な暗渠などで自治会では
どうしても対応できない部分につ
きましては、状況に応じて対応さ
せていただきます。
　御理解と御協力をお願いいたし
ます。

上田市
【土木課】

市道三好町中之条線
中澤宅、塩入宅
市道三好町上田原線
平野宅
市道御所7号線塩入
宅、付近の側溝の土砂
が堆積し清掃できない
箇所等また歩行者や
自転車の通行が危険
なため対応をお願い致
します。
(R2年度～)

新
規

　➅　神畑原峠線の騒音調査と対策について

　大変御迷惑をおかけしており、
申し訳ありません。騒音測定を実
施し、環境基準を超える状況で
あれば、防音壁を設置させてい
ただきます。

11) 三好町

御　所
上田市
【土木課】

神畑原峠線は、赤坂
交差点の渋滞解消に
有効に利用され益々
交通量が増え続けてい
ます。　　　　　　周辺に
居住している市民は、
自動車が夜間にトンネ
ルを通りぬける時の騒
音がひどく、睡眠不足
で日々困惑している状
況です、個々の対策と
して窓等の閉め、ガラ
スをペアガラスに改修
したりしていますが、今
後自然風の利用の季
節を迎えることから、騒
音測定を実施して頂き
防音壁等の対策の検
討をお願したい。
(橋本実氏宅・宍戸圭
太氏宅前)
(R元年度～)

騒音測定実施へ

継
続

地元対応でお願いします
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新
・
継

担当課所 自治会名

　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

⑵

①

②

諏訪形
中 　村
御 　所
三好町
中之条
千曲町

城下自治
連

金窓寺川・御所沢の沈砂池拡張(調整池)と流末対策

千曲川は、令和元年
10月12日～13日の東
日本台風による洪水で
昭和34年の伊勢湾台
風以来の出水となり堤
防決壊の危機でした。
城下自治連では、
平成26年度以後千曲
川河川内の樹木伐採、
中洲除去、左岸堤防の
補強について要望して
まいりました。この地籍
で堤防が決壊すると甚
大な被害が発生する
恐れがあることから主
に下記についてご配慮
賜りたく要望いたしま
す。
・諏訪形堤防の早期復
旧
・堆積土の除去
・出水の妨げとなる樹
木の伐採
・堤防のり面の樹木の
処理
・災害箇所以外の小牧
～千曲町間堤体の点
検、補強
(R2年度～)

【土木課】
　　昨年の東日本台風を経験し、
改めて日常の河川の維持管理
が重要であると認識いたしまし
た。
今回の被災箇所の早期復旧はも
ちろん、堆積土砂や河川内樹木
の適正な管理が行われるよう引
き続き千曲川河川事務所に要望
してまいります。　　　　　　　　ま
た、地域の皆様のご協力もいた
だきながら、今後も河川愛護活
動を継続していかれるよう取り組
んでまいります。

国へ安全対策強力推進

東山からの豪雨に伴う
大水は、金窓寺川、御
所沢等に集中すること
から下流地域で床下
浸水等が過去に発生
した事例も多く沈砂池
から調整池への拡張と
流末処理の整備を要
望致します。
(H23年度～)

　城下地区全体の雨水排水対策
として、今年度から令和７年度に
かけ、３箇所の調整池を新設す
る浸水対策を実施してまいりま
す。
　今年度と来年度の２年間で、ま
ず金窓寺川の調整池整備を実施
します。できるだけ早期に工事着
手し、来年の大雨に対応すること
を目標に取り組んでまいりますの
で、地元の皆様の御協力をお願
いいたします。

安全対策に着手

千曲川(小牧～千曲町間) 災害箇所の早期復旧、堤防補強、堆積土除去、河川内樹木伐採を
早期実施について

上田市
【土木課】

上田市
【土木課】

国土交通
省千曲川
河川事務
所

河川整備の充実

1)
継
続

新
規
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新
・
継

担当課所 自治会名

　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

実現に向け大きく前進

御所沢への堰堤整備、
土石流対策の施工に
ついて。東山地域で御
所沢の流域に降った
雨水は、六カ村堰へ流
入します。上流部から
朝日ケ丘地区付近に
は、土砂崩落の危険箇
所があり、流木や堆積
土も散乱し荒廃してい
ます。下流部には、民
家、幹線市道川辺町
国分線、城下地区防
災センター等公共施設
も多く豪雨時住民の皆
さんは夜も安心して寝
ていられないとのことで
す。土石流が発生した
場合、甚大な被害が予
想されることから御所
沢全体を調査検討され
早急な整備をお願いた
します。  令和元年10
月の東日本台風で出
水の上流部で被害が
発生しました。
(H24年度～)

上田市
【土木課】

2)

　城下地区排水対策事業の一環
として、今後、六ヶ村堰の手前に
大きな調整池を整備する予定で
す。事業にあたりましては、地元
の皆様の御協力をよろしくお願い
いたします。

御所沢には、土砂が多
数堆積している状況で
す。本箇所直下には墓
地があり、六か村堰と
幹線市道川辺町国分
線、民家、城下地区防
災センター等公共施設
があります、調整池の
設置により被害の防止
を図りたくお願いいた
します。
(H27年度～)

　城下地区全体の雨水排水対策
として、今年度から令和７年度に
かけ、３箇所の調整池を新設す
る浸水対策を実施してまいりま
す。
　御所沢川の流入する六ヶ村堰
の流下能力が限界となっている
上に、急こう配河川で土石流の
恐れもあることから、令和６年度
から六ヶ村堰の手前に調整池・
沈砂池を整備する計画です。
　なお、河川内の支障物につきま
しては、適宜撤去をしてまいりま
すので、御協力をお願いいたしま
す。

城下自治
連
御　 　所
朝日ケ丘

城下自治
連
御　 　所
朝日ケ丘

実現に向け大きく前進

3)

上田市
【土木課】

継
続

継
続

4)
新
規

金窓川の流域面積は、
東山で最も大きく出水時
は、下流の民家で過去に
床下浸水が時々発生し
ています。所々に谷止工
が設置されていすが、土
砂で一杯の状況と老朽
化しています。
平成26年～27年に「悠生
寮」横へ谷止工1基設置
頂きました。今年 度は上
下流付近へ谷止工を新
設頂きたくお願いします。
(R2年度～)

谷止工工事に着手

上田地域
振興局
林務課

諏訪形
中 　村
御 　所
三好町
中之条
千曲町

今年度から着手予定です。
谷止工
L=34.0m H=6.5m W=1.5m
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新
・
継

担当課所 自治会名

　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

➂

④

継
続

上田市
【 土木課】
【土地改良
課】

実現に向け前進

実現に向け大きく前進

上田市
【 土木課】

上田市霊園北側水路の新設

小   　　牧
諏  訪  形
中  　   村
朝日ケ丘
御 　   所
三  好  町
中  之  条
千  曲  町

近年の宅地化・荒廃農
地の増加等又異常気
象等でゲリラ豪雨が頻
繁に発生し、異常出水
となり城下地区では、
床下浸水が各自治会
で、度々発生していま
す、このため地域内の
雨量計算等出水量、
又農業関係利用水量
等検討しこれら非常時
に見合った利水・治水
断面を確保し耕作地・
宅地等への浸水対策
をお願い致します。調
査結果等をお示し頂き
一緒に協議できる体制
づくりをお願いたしま
す。
(H24年度～)

継
続

諏訪形
中 　村
御　 所
三好町
中之条
千曲町

【土木課】
　現在、浸水被害が多発している
原因は、主要地方道長野上田線
（旧国道143号）を横断する水路
の断面不足をはじめ、急速に進
行した宅地化による全体的な流
下能力不足が挙げられます。こ
のため調整池を適切な地点に整
備し、水路への流量を抑制する
ことが有効であり、城下地区全体
の雨水排水対策として、今年度
から令和７年度にかけ、３箇所の
調整池を新設する浸水対策を実
施してまいります。
　金窓寺川及び朝日ヶ丘の排
水、御所沢川を含め、城下地区
全体の雨水排水対策として、大
きな調整池の整備等を進めてま
いります。事業にあたりまして
は、地元の皆様の御協力をよろ
しくお願いいたします。
【土地改良課】
　城下地域全体の水害対策は関
係課との調査・協議により検討し
てまいります。

雨水渠の整備

上田市霊園からの排
水は、六カ村堰へ流入
しています。霊園への
進入道路迄は整備さ
れておりが、その下流
約100m間だけ水路が
なく、大雨の毎に民地
が侵食されており今後
大雨時には、土石流が
発生する恐れが大き
く、民家への被害、六
カ村堰、幹線市道川辺
町国分線への被害が
懸念されることから早
急に対策をお願いいた
します。
(H24年度～)

　H27年度に着手して以来、公図
等と現地に大きな違いがあり、境
界確定までに時間がかかりまし
た。
　水路整備に必要な用地の算定
と水路構造を検討しており、今
後、関係者と協議を進め、用地
買収を行ってまいります。

霊園で整備済水路

中間水路が無い状況

下流整備済状況
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新
・
継

担当課所 自治会名

　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

⑤

⑥

⑦

継
続

中　　村

上田市中之条293
L=20m  272～271-1
L=90m区間の水路は
人家沿いの空石積で、
特に人家の区間で木
製の一本土台が露出
しています、地中にあ
る時は腐食しにくいが
露出した場合腐食する
ことから人家への影響
も懸念されます、早急
に改修をお願い致しま
す。なお上流及び下流
側の区間はコンクリート
製U字溝に改修されて
います。
(H28年度～)

継
続

上田市
【 土木課】

自治会と現地確認の上、工法等
ご提示いたしましたので、実施に
ついてご検討ください。
　現地を立会した結果、雨水排
水路の要素も大きいため、土木
課と協議中。

中 之 条

　水路の蓋掛けにつきましては、
まず、緊急性の高い箇所（破損
水路の改修や水路未整備区間
の改良）を優先させていただきま
す。

優先性で実施検討

上田市
【 土地改良
課】

諏訪形1211-4～1219
付近の赤線沿いには
水路が並行していま
す。この赤線は諏訪形
1号線から下流が暗渠
となっており用水利用
時はかなりの水量が流
れます。又付近の保育
園児の散歩コースで乳
幼児も遊ぶことから水
路へ蓋の設置をお願
いいたします。
(H28年度～)

上田市
【 土木課】

中之条の水路改修

課題解決に向け検討

乳幼児対策一部完成

継
続

市道諏訪形1号線沿い(小林洋一氏宅横)水路安全対策

　自治会と協議し、水路下流の
暗渠への流れ込み防止対策（ス
クリーンの設置）を完了しました。

諏訪形

甲田世伊子氏宅前水路改修

市道諏訪形7号線沿い
の本水路は、道路から
の綸荷重により変形が
見受けられる。この道
路は地区内の主要道
路で交通量が多く当箇
所(L=40m)は急カーブ
となっていて道幅が狭
く時々事故寸前のニア
ミスがおきています。両
側に人家が連担してい
ることから水路の構造
改良をして水路の安全
と交通の安全確保をお
願い致します。
(H28年度～)
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新
・
継

担当課所 自治会名

　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

⑧

⑨

継
続

優先性で実施検討

　フェンスの改修は必要であると
考えております。他の自治会要
望も含め、実施順位をつける中
で検討させてください。

南小学校南を流れる
当河川は水量が多くま
た並行する市道中之
条55号線が通学路で
あるため朝夕多くの学
童が通行します。この
道路は近隣の宅地化
に伴い交通量も多いこ
とから上流から順次改
修していますが、残り
区間約100mのフェンス
の早期改修をお願い
致します。
 (H28年度～)

実現に向け大きく前進

上田市
【 土木課】

鯉座川のフェンス改修

水門2号水路の改修

継
続

上田市
【 土地改良
課】

中　　村

東山一帯と朝日ケ丘、
中村のほぼ全域の雨
水は、この幹線水路に
集中して御所方面へ
流れています宅地化が
進み田地がほとんど無
くなり遊水機能が無く
なった近年は、雷雨等
のたび水量が増し水路
機能が大幅に不足して
います。以前からの玉
石積水路部の上部へ
自営でコンクリートまた
は土嚢で嵩上げしてし
のいでいる市民もいる
状況です。要望箇所
(西沢慶子氏宅前)は上
流部がL型擁壁構造
で、その下流部で玉石
積が壊れており水衝部
となっていて今後の出
水で水路沿いの人家
及び下流域へ多大な
被害が懸念されます。
約25mの水路改修をお
願いします。
(H30年度～)

【土地改良課】
　石積水路等の修繕につきまし
ては、自治会と立ち合いの上工
事を実施いたしました。
　石積水路につきましてはR1で
修繕いたしました。
また、水衝部の角のお宅には、
溢水した雨水が流れ込まない様
に縁石ブロックを材料支給いたし
ました。
【土木課】
　城下地区全体の雨水排水対策
として、今年度から令和７年度に
かけ、３箇所の調整池を新設す
る浸水対策を実施してまいりま
す。
　中村自治会においては、令和４
年度から調整池を整備する計画
ですので、地元の皆様の御協力
をお願いいたします。

中 之 条
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新
・
継

担当課所 自治会名

　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

⑩

⑪

⑫

東日本台風の被災に
より二ケ村堰取水口が
なくなり今までの水路
幅が必要なくなったと
思われるため転落等の
危険や清掃管理も軽
減できることから必要
幅への改修をお願いし
ます。
(R2年度～)

三好町

実現に向け大きく前進

【土地改良課】
横断箇所について、上流の改修
済み断面と同等にするには、道
路の摺り合わせや用地の取得等
行わなければ確保が出来ず、実
施については地元の御協力をお
願いします。
　また、早急な対応策といたしま
しては、下流の取水箇所や排水
門操作等の確実な実施を水利管
理者と打合せを行い、水流が阻
害されないようにいたします。
　水門管理が容易になるように、
水門の設置を検討中です。
【土木課】
　城下地区の雨水排水対策の一
環として、断面不足が明らかな当
区間の改修を検討し、実施してま
いります。

継
続

城下自治
連

城下全地区における
下水道整備状況につ
いて　(H24年度～)

　城下地区における下水道未整
備箇所の整備状況については、
下記及び別添位置図のとおりで
す。

・路線（諏訪形）
県道道路改良工事区間内の未
整備箇所（2戸）については、長
野県との協議を行い、県道道路
改良工事に併せての整備を予定
しております。

市道御所3号線を横断
する農業水路13-9は、
最近八十二銀行三好
町支店からこの地点迄
改修されて下流もコン
クリートで改修済です、
この区間だけ野面積
(玉石大)の上へコンク
リート版の構造となって
いて上流、下流に比べ
流下断面が不足してい
ます。さらに水が流れ
る部分が野面積みで
流れが悪いため度々こ
の地点で溢れ近隣の
宅地等へ浸水しますの
で対策をお願い致しま
す。
(R元年度～)

県と調整して実施

上田市
【 土地改良
課】

城下自治
連
御　 　所

市道御所3号線と農業水路横断箇所改修について

下水道整備

二ケ村堰水路の雨水等の処理幅等への改修について

継
続

未整備地区の早期完
成

上田市
【下水道
課】

新
規

実現に向け大きく前進

二ヶ村堰土地改良区や地元自治
会と協議を行い、改修を検討い
たします。

この地点 溢れる

千曲川から
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2

➀

➁

人道橋完成

千曲川諏訪形河川敷グラウンドの拡大整備、復旧

上田市
【教育施設
整備室】【ス
ポーツ推進
課】

　千曲川水辺プラザにつきましては
諏訪形公園（グラウンド部分19,484
㎡）の占用区域外にあり、平成13年
度に地元要望を受け、国への用水
路の工事施工届により整備を実施
し、地元の皆さまに管理をしていた
だいている状況です。
　整備から19年ほど経過し、水路内
は葦や雑草が繁茂しており、利用等
しづらい状況となっておりますが、水
路浚渫工事につきましては、現在行
われております災害復旧事業及び
諏訪形グラウンド拡張整備計画とも
調整を図りながら、河川管理者との
協議を行い整備や維持管理につい
て検討してまいりたいと考えておりま
す。人道橋の架け替えについては、
平成30年度に実施し完了しておりま
す。

城下自治
連

城下自治
連

市民の健康寿命延伸
のための体力づくりとし
てグラウンドゴルフ場等
に利用するため整備を
お願い致します。
令和元年10月12日～
13日の東日本台風の
出水でグラウンドが流
失し使用できない状況
です早期に復旧して頂
きたく要望致します。
(H23年度～)

諏訪形公園は、健幸
都市上田の実現に向
けて広く市民に活用さ
れています。A=19,000
㎡とのことですが詳細
な区域等がわかれば
幸いです、堤防の法尻
の水路について葦等
が繁茂し危険なため浚
渫等をして頂くようお願
いいたします。
また、水路に架設され
てる人道橋が 老朽化
していますので架け替
えをお願いします。
(H28年度～)

現在、令和元年東日本台風災害
の千曲川被災箇所復旧工事
ヤードとして使用されています。
完了後の復旧については国に申
し入れをしており、今後も協議を
進めてまいります。

諏訪形公園の水路浚渫工事及び橋の架け替えについて

上田市
【都市計画
課】

継
続

千曲川堤防復旧後対応

継
続

諏訪形緑地公園の復旧
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長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

3

➀ 小牧地籍添木沢(沢入)、の防災対策について

小牧地籍添木沢は、
上流部は、「土砂災害
警戒区域」に指定さ
れ、災害発生の危険性
が高いと指摘され16基
の谷止工を設置頂き今
後も点検調査を頂ける
とのことに感謝申し上
げます。
また、下流部の人家密
集地区約100m区間
は、平成30年に河床整
理と底張工を施工して
いただきました。
上流部で施工して頂い
た谷止工が令和元年
10月の東日本台風の
流失土砂で満杯の状
況です今後の大雨で
の土石流に対し調整
池等の対策をお願い
致します。
 (H24年度～)

東山急傾斜地崩壊防止事業の整備

小　牧

上田市
【森林整備
課】
【土木課】

沢は安定・状況により対応

【森林整備課】
　添木沢には16基の谷止工が設
置されております。
　今年度も谷止工の調査を行い
ましたが、谷止工背面の堆積土
砂は安定しており、土砂の流出
等の異状は確認されず、沢は安
定した状況となっておりました。
　今後、沢筋に土砂流出等の兆
候が見られましたら、御連絡をお
願いします。
【土木課】
　平成29年10月の台風災害で河
床が洗掘されたことから、河川改
修工事（Ｌ=135ｍ）を実施しまし
た。
　今後、土砂撤去等の河川維持
対策につきましては、他の自治
会要望も含め、実施順位をつけ
る中で、順次対応したいと考えて
います。
　なお、東日本台風の被害を受
け、小牧自治会の沢筋の土砂撤
去を実施いたしました。

継
続
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(令和2年10月末)

➁

上田市
【土木課】

小　牧

　要望の箇所につきましては、平
成24年度にU字溝の嵩上げ及び
沈砂池の転落防止柵の補修を
実施いたしました。
　当面の対策として、民地に侵入
する雨水をブロックする方法を実
施したいと思いますが、他の自
治会要望も含め、実施順位をつ
ける中で、順次対応したいと考え
ています。
　なお、東日本台風の被害を受
け、小牧自治会の沢筋の土砂撤
去を実施いたしました。

優先性で実施検討
小牧地籍初太郎沢の
流水は沢出口からU字
溝で六カ村堰まで排出
しているが、豪雨時に
は、砂礫交じりの雨水
で溢れ、周辺民家へ浸
水し被害の危険性が
極めて高い状態です。
24年度にU字溝の嵩上
工等を実施していただ
きました。豪雨時には、
農道B303線の路面水
が既設の横断排水路
でU字溝排水路へ取り
込めきれず路面水が
周辺民家へ流入しさら
に市道小牧丸子線交
差点の横断排水路で
も処理できなく道路下
の民家へ流入していま
す。
平成29年度に農道の
横断排水工の蓋をグ
レーチング構造にして
頂きましたが改善され
ないため以下の対策に
ついて検討をお願い
致します。
①農道３０４線交点(前
橋氏宅～片岡氏宅約
8m)間に50センチ幅位
のグレーチング構造の
横断排水側溝の設置
②流末水は市道小牧
丸子線交点の集水桝
まで
(H24年度～)

小牧地籍初太郎沢下流の排水対策について

継
続
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③

4

新
規

須　川

完成しました

1)

県道上田塩川線の本
箇所は、金窓寺川を
ボックスカルバート(1m
×1m)で横断していま
す。昨年の東日本台風
の出水で溢れ県道沿
いに下流まで土石流が
影響し交通に支障があ
りました。また転石等で
内部が詰まり今後少し
の出水でも交通に支障
が予想されることから
対策をお願いします。
(R2年度～)

城の沢  災害対策

　　　　　完了いたしました。

平成28年9月の豪雨で
土石流が発生し、下流
の幹線市道上田丸子
線が交通止めとなる被
害が発生しました。災
害復旧工事で対応頂
きました。
工事の早期完成につ
いて要望します。
(H29年度～)

小　牧

災害、浸水対策

上田地域
振興局
林務課

継
続

　ボックスカルバート手前の巨石
は、今年の７月中旬に撤去しまし
た。
　今後も危険な状況がありました
ら、土木課まで御連絡ください。

巨石撤去しました

下流部

中間部

上流部

巨石
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　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書
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長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

2)

継
続

継
続

朝日ケ丘

小　  牧
諏訪形

上田市
【土木課】

　法止めブロックにつきまして
は、高澤様の敷地（所有物）では
ないかと思いますので、確認の
ための立会をお願いします。

現地立ち合い実施市道朝日ケ丘1号線高
澤昭吾氏宅前の法止
めブロック工に亀裂が
発生しており今後集中
豪雨時に雨水等の影
響で倒壊することが懸
念されます、当箇所
は、朝日ケ丘自治会の
主要な幹線であるため
早期の調査と対策を要
望致します。過去に目
地を塗る対策をした痕
跡もあります。㊫
(H29年度～)

上田市
【土木課】

上田市
【土木課】

大きく改善しました

3)

中    　村
朝日ケ丘

　平成30年度に側溝清掃を実施
したところ、全体的な流れが非常
に良くなり、越水被害も大幅に解
消されました。
　今後、自治会内での日常的な
側溝清掃をお願いいたします。

4)

　来年の出水期を迎える前に、
調整池の土砂撤去を実施しま
す。

大きく前進しました
朝日ケ丘団地調整池
の堆積土(H=0,3m)の
除去及び入り口部の沈
砂池の堆積土除去、下
流部スクリーンが錆び
て変形しているため交
換等、流出部の沈砂池
の堆積土(H=0.6m)除
去、朝日ケ丘1号線路
面との段差解消をお願
い致します。
また、池が深く自治会
では対応が出来ない
ため宜しくお願い致し
ます。最近頻繁に起き
る集中豪雨時に土石
等が流れ下流への影
響が懸念されます。
(H30年度～)

継
続

市道三好町小牧線の
大塚良一氏宅横から
北沢義美氏宅付近の
道路側溝は、市道諏
訪形小牧線の南側水
路へ流れる構造である
が勾配が緩やかなた
め、大雨の際道路が冠
水(2～3回/年)して近
隣の宅地に床下浸水
している。浸水対策とし
て排水側溝の流下系
統の検討と対策をお願
い致します。
(H21年度～)

27



新
・
継

担当課所 自治会名
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継
続

須川池から流出した用
水はこの沈砂池で土砂
等を除去し金窓寺川を
流れ下流域で利用さ
れています。永年本施
設への転落防止等の
管理を果たし老朽化し
傷んだフェンスの修繕
お願をお願い致しま
す。             (H30年度
～)

上田市
【土木課】

上田市
【土地改良
課】

須　　川
諏訪形
中　　村
朝日ケ丘

中 之 条

城下自治
連
須　　川

上田市
【土木課】

仮工事施工後注視

5)

　フェンス工事は令和元年度で
工事を実施いたしました。

6)

7)

優先性で実施検討

　土砂崩落により金窓寺川の河
積が阻害された場合は、浚渫な
どの対応をいたします。
　崖上部畑地で排水の改良を行
い法面の安定が図られています
が、依然として崖の状況には危
険性がありますので、関係課と
注視してまいります。

継
続

　側溝整備は必要であると考え
ております。他の自治会要望も
含め、実施順位をつける中で検
討させてください。

完成しました

継
続
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継
続

金窓寺川のこの箇所
は、平成30年の豪雨の
時崩落しました、上部
の葡萄栽培地増破防
止のためブルーシート
で養生しています。
金窓寺川は城下地区
東山(通称)で一番広い
流域で防災上重要な
河川で、城下地区の防
災訓練では、流木除去
等の減災対策を行って
います。この崩落個所
は下流への影響が゛懸
念されます、早急な対
策をお願いします。
(R元年度～)

市道中之条52号線に
連絡する道路は、宅地
化が進んでいるが雨水
排水路が整備されてい
ないため降雨の度、家
屋へ浸水しますので雨
水排水路の整備をお
願いします。　　　　また
考えられる要因として、
古舟橋橋面の排水が
大量に千曲川堤防道
路方面へ流下し、その
雨水が流れ込んでいる
のが確認されてたため
対応をお願い致しま
す。
(H30年度～)

28



新
・
継

担当課所 自治会名

　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

5

大きく前進しました

上田市
【土地改良
課】

城下自治
連

城下自治
連
須　　川

上田市
【農業委員
会
事務局】
【農政課】

8)

地産地消を進めるた
め、荒廃農地の実態調
査を行い農地の有効
活用をお願いたしま
す。
 (雑草対策)
 (H24年度～)

城下地区内には、多く
の耕作放棄地が見受け
られますので、環境保
全、治水、火災防止等
の観点から有効活用を
お願いいたします。

課題解決に向け検討

荒廃農地の調査と有効活用

　農業委員会では、遊休農地所有
者等に対する意向調査等を実施す
るとともに、荒廃農地を把握した場
合、適切な管理を行うよう文書等で
農地所有者に指導しております。
   農地を再生・活用するための取組
みについては、市の補助事業より支
援してまいります。
（この補助事業等により、城下地区
では平成24年度から約 7,000 ㎡の
遊休農地が再生され、ソバの作付
がされました。なお、平成28年度は
約996㎡再生。平成24年度～令和
元年度の再生累計8,362㎡。)

須川池を水源とする金
窓寺川沈砂池を経て
県道を横断し利水され
ています構造物の劣
化等により機能が悪く
改修をお願いします。
特に下記について
①県道下流の分水桝
の改修
➁その下流のコルゲー
トフリュウの劣化で水漏
れしており放置してお
くと県道等への影響が
懸念される。
(R元年度～)

継
続

令和２年度で実施を予定してい
ます　。
　事業費が大きいことから、年次
計画を立てて実施します。
　R2では①を計画しています。

継
続
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
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6

城下地区内に、多くの
廃屋が見うけられま
す、持ち主が遠く他県
に居る方、所在者不明
等により、住民は危険
にさらされています、市
では、調査を行い、危
険ランク付けと共に公
開して対応頂きますよ
うお願い致します。 市
道諏訪形30号線に隣
接する諏訪形1119番
地の空家は特に老朽
化が進んで大変危険
ですこの市道を利用し
ないと生活できない人
も多ので特に早急な対
応をお願い致します。

　(H24年度～)　㊫

城下自治
連

上田市
【建築指導
課】

課題解決に向け大きく前進

　平成27年5月に「空家等対策の推
進に関する特別措置法」が完全施
行され、上田市でも平成28年度に市
内空家等の実態調査を実施しまし
た。この結果、市内には3,415棟の
空家があることが判明しており、そ
のうち城下地区内には188棟の空家
が存在し、その中で老朽化した空家
（Ｂ・Ｃランク空家）は計21棟あること
が判っております。
　市では、平成31年4月に空家対策
室を新設し、危険な空家に関しては
個別に必要な対策を講じております
が、同年9月に特定空家等の判定基
準を定めたことから、今後はこれを
踏まえた対策も実施してまいりま
す。
　なお、市道諏訪形30号線に隣接す
る空家については、老朽化が進み
倒壊の恐れがあること等により、市
で周辺にバリケードを設置するな
ど、現在も危険周知等を行っており
ます。早期に、この空家解体ができ
るよう引き続き取り組んでおります
が、建物所有者自身で解体を行うこ
とが非常に困難な状況のため、現
在は土地所有者と連絡を取り合い、
解体等実施に向けた検討や協議を
行っております。

継
続

廃屋の調査と危険対策
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7

➀

継
続

　現在、借用している城下小西側
の駐車場につきましては、月替
わりでクラスごと利用していただ
いております。
　ご紹介いただいた用地につき
ましては農地であり、転用許可や
造成工事が必要となるため、借
用は難しい状況です。より近い場
所に駐車場に適した用地（宅地・
雑種地）がありましたら、借用を
検討してまいります。

　保育所の整備につきましては、
上田市全体の保育所等の老朽
度や地区ごとの就学前児童数の
推移などをみながら計画的に整
備を進めており、現在、丸子地区
で統廃合事業を進めております。
　城下保育園につきましては、老
朽化の進んだ園が他に多数ある
ことから、当面整備をする予定は
ありませんが、老朽箇所や危険
箇所を中心に修繕工事を行い、
安心安全な施設作りに努めてま
いります。

城下保育園の移設新
築工事

城下自治
連

上田市
【保育課】

課題解決に向け検討

上田市
【保育課】

城下自治
連

2)

園舎の老朽化及び園
舎前の道路が狭くま
た、須川池の決壊時の
濁流の直撃及び敷地
が低地なため豪雨時
の浸水等園児避難に
大変危険なため近隣
適地への移設新築を
検討して頂きたい。
(H28年度～)

1)

保育園・小・中学校に関する施設の充実

保育園園児の送迎時
は通過車両も多く特に
危険で事故寸前のニ
アミスが多発していま
す、平成26年8月から
城下小グラウンドバック
ネット西側の駐車場を
借用して頂きましたが
遠いためか園児の送
迎時には、利用されて
いません。保育園の東
約70m先に可能な適地
があるため、駐車場と
して確保し、送迎時の
安全確保が出来るよう
要望します。
(H24年度～)

城下保育園

課題解決に向け検討

継
続
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②

小  　 牧
諏 訪 形
朝日が丘
中   　村
御   　所

継
続

2)

学校内の排水対策に
ついて、豪雨時に校内
各所で浸水します、特
に給食室コンテナ搬入
口、体育館周り、保健
室前、南中庭等です、
城下地区の広域避難
所でもあるため排水路
について調査検討をし
て頂き対策をお願いい
たします。平成29年も
全国各地で異常気象
が発生しています、早
急に対処して頂きます
ようお願い致します。
(H26年度～)

平成27年度特別棟へ
の2階渡り廊下の雪、
風雨避け防御シートの
交換をして頂きました。
今後は1階渡り廊下に
ついて体育館・特別棟
へ低学年生も使用する
ため、雪、風雨等の防
御シート等の設置をお
願いいたします。
当校は、城下地区広
域避難場所となってい
てトイレが特別棟内に
あるため災害時の避難
者の健康を考慮し対策
をお願い致します。
(H27年～)

課題解決に向け前進

城下小学校

小     牧
諏 訪 形
朝日ケ丘
中     村
御     所

上田市
【教育総務
課】

　1階渡り廊下の雪、風雨対策に
ついては、低学年生や災害時の
避難者の利用を考慮し、実施を
検討してまいりますので、ご理解
をお願いいたします。

本年度においてポンプ増設を検
討いたします。

課題解決に向け前進

上田市
【教育総務
課】

小     牧
諏 訪 形
朝日ケ丘
中     村
御     所

課題解決に向け前進

　建設時の経過を調べたところ、
当該箇所は高学年用の遊び場
であり、ﾎﾞｰﾙ遊び等のため要望
により舗装を行っております。
　教室の配置換えについて、学
校側と調整します。
　なお、金額に制限もありますの
で、全面は無理と思われますが、
簡易的な人工芝（ﾎｰﾑｾﾝﾀｰで
売っているようなもの）の材料支
給を検討します。

北中庭のアスファルト
舗装面に人工芝等の
設置をお願いします。
2、3年生の遊び場に
なっています、転ぶと
頭を強く打つ、たんこ
ぶの腫れが大きい、す
り傷がえぐれる、歯を痛
める等校内で一番傷
害事故が発生していま
す、人工芝等の設置で
衝撃を少なく出来ない
か検討し対策をお願い
致します。
(H27年～)

小      牧
諏 訪 形
朝日ケ丘
中       村
御       所

上田市
【教育総務
課】

1)

3)

継
続

継
続

マンホール蓋が
浮き上がってい

水が引かない
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③
中 之 条
千 曲 町

継
続

本年度、ブロック沈下部について
最小限となりますが改修を実施
します。

プールの舗装(インター
ロッキング)が沈下して
います、特にプールの
縁が10㎝以上沈下し
ているところがありま
す、つまづいて転倒等
大変危険てす。修理を
お願い致します。
(H26年度～)

上田市
【教育総務
課】

中 之 条
千 曲 町

上田市
【土木課】

計画的に順次実施

3)

　中之条の区間につきましては、
南小学校側の路肩にグリーンベ
ルトを設置しました。
　なお、独立した歩道の確保につ
きましては、連続した用地取得が
困難な状況です。

国道143号と県道長野
上田線を結ぶ市道川
辺町中之条線は交通
量が非常に多いが、歩
道がありません。また
一部外側線も無く、特
に川辺町児童センター
付近からの下り坂約
200m間はカーブで見
通しが悪くスピードを出
してくる車が多く大変
危険ですので、歩道の
設置をお願い致しま
す。
なおこの区間は通学路
となっていることから、
当面外側線及び注意
標識、グリーンベルト等
の整備をお願い致しま
す。

(H26年度～)㊫

上田市
【土木課】

課題解決に向け前進

中 之 条
千 曲 町

第7組合用水路沿い
フェンス等の設置につ
いて、水量が多く幅も
広い水路で転落すると
重大な事故になる恐れ
があります、フェンスは
設置して頂いてありま
すが、大変危険ですの
で、フェンスの無い箇
所等可能な限り対策を
お願い致します。

(H26年度～)㊫

1)

中 之 条
（川辺町)

用地確保

※地権者同意が必要です

計画的に順次実施

　全体的には、緊急性の高い箇
所から優先させていただきたいと
考えておりますが、具体的な危
険箇所がありましたら、現地での
立会をお願いいたします。

2)

継
続

南小学校

継
続

10㎝以上段差があ
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④

城下自治
連

第4中学校

　　　　完了いたしました。

上田市
【教育総務
課】

技術科棟及び屋内体
育館、プール等実施計
画に基づき早期に完
成するようお願い致し
ます。
(H26年度～)

全事業完成しました

継
続
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8

城下地区では、西友三
好町店が27年3月末で
閉店しました。高齢者、
障害者等の方が必需
品の買い物等に困窮
していますので対策を
講じて頂くようお願い
いたします。
JA信州うえだのお買い
ものバスが27年7月より
巡回運行して頂いてい
ますが、今後運行回数
の増、千曲町自治会も
巡回コースへ加えて頂
きたくお願い致します。
(H24年度～)

買い物弱者対策の調査研究

【商工課】
市内における高齢者らの買物環境
の実態を把握するため、令和元年
度にアンケートを実施し、市民の皆
様の買物に係る現状や今後のサ
ポートの在り方等を調査いたしまし
た。今後はアンケート結果を関連の
ある民間事業者等にも共有し、市内
の買物環境の向上に繋がる新たな
サービスの創出や新規事業参入促
進などが図られるように努めてまい
ります。
【交通政策課】
高齢者や諸施設利用者などの交通
手段を確保するため、市街地循環
バス、オレンジバスが運行されてお
り、また、上田駅を拠点に放射線状
に運行している路線バスがございま
す。現在、上田城下間は代行バス
運行を行っておりますが、上田電鉄
別所線の各駅に最寄りの方は、別
所線もご利用いただけます。運転免
許証を自主返納された方に対しまし
ては、タクシー利用補助券を交付し
ており、タクシー利用への補助を
行っております。これらの公共交通
を買い物や通院時などの移動手段
として多くの方々にご利用いただけ
るよう、今後もバスのダイヤやルー
ト、タクシー利用補助券の交付方法
などの検討を行い、利便性の向上
に努めてまいります。
【高齢者介護課】
　　市では、介護保険地域支援事業
の一つとして、住民が主体となって
買い物や清掃等生活支援を実施す
る「訪問型サービスＢ事業」、また今
年度からは新たに通院や買い物等
移動に伴う乗り降りの付き添い支援
や移動先での見守り支援を実施す
る「訪問型サービスＤ事業」への補
助制度を創設いたしました。
　買物や通院等については、行政の
みでのきめ細かな支援は困難となっ
ており、こうした補助制度の活用に
ついても地域で検討をお願いしたい
と思います。
　事業実施の窓口は、各地域包括
支援センターとなりますので、事業
の詳細やご不明な点は、城下地域
包括支援センターにお問い合わせく
ださい。
　なお、民間事業者の中には、冷蔵
機能を備えた軽車両に加工食品、
生鮮品などを積み込み、希望するお
宅まで伺って販売する「移動販売」
を開始した事業所もあると伺ってお
りますので、必要な場合はそうした
サービスの利用について検討をお
願いします。

上田市
【商工課】
【管理課】
【高齢者介
護課】
【JA信州う
えだ】
【イトーヨー
カドー】

JA信州うえだお買い物バス
運行中

高齢化、核家族化が進
み1人暮らしの方、障害
者の方が必需品の買い
物等に苦労していま
す。

城下自治
連
 
城下地区環
境建設協議
会

継
続
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9

10

住民自治を進めて行く
上で限界集落の実態
調査が必要不可欠と
思われるますので実施
をお願い致します。
　令和2年度「城下まち
づくり計画」に盛りこむ
予定
(H24年度～)

限界集落(高齢化率50%以上)地域の実態調査と対策について

城下自治
連
 
城下地区環
境建設協議
会

課題解決に向け検討

継
続

上田市
【市民参
加・
協働推進
課】

自治会屋外放送施設及び緊急時サイレン等の設置について

　住民自治組織の活動計画であ
る「地域まちづくり計画」に盛り込
んでいただくなど、具体的な取組
について皆様と共に検討してま
いりたいと考えています。

上田市
【危機管理
防災課】
【市民参
加・
協働推進
課】

【危機管理防災課】
　各種災害関連情報の伝達につい
ては、既存の伝達手段を最大限活
かして情報伝達手段の多様化・多
重化を図っており、　携帯電話会社
が提供する「緊急速報メール」や市
公式ツイッターの活用、Jアラート
（全国瞬時警報システム）情報の市
メール配信サービスへの自動配信
等の整備を進めてまいりました。
　また、国においては、千曲川の洪
水情報に関して緊急速報メールを活
用してプッシュ型配信を開始するな
ど、関係機関による情報発信手段
の整備も併せて進んでおります。
　令和元年度は、災害情報伝達手
段の多様化・多重化に向けて各種
システムの比較検討を行うととも
に、基本方針を定める基本計画を策
定しました。
　今後、これまでの災害の教訓等も
踏まえながら、引き続き情報伝達手
段の多様化・多重化に努めてまいり
ます。
【市民参加・協働推進課】
　コミュニティ活動促進を図るための
屋外放送設備の設置については、
自治総合センターのコミュニティ助
成事業の対象事業となっております
ので、御相談ください。

全国各地で集中豪雨
により災害が発生して
おり、ハザードマップ等
で危険箇所を有する自
治会には、上田市で自
治会に対し避難誘導
が可能な屋外放送施
設、又台風時における
緊急避難用サイレン等
の設置をして頂きます
ようお願いいたします。
(H23年度～)

継
続

城下地区も益々高齢化
が進む実態であるため
対策が必要でありま
す。

屋外放送施設等の整備補助の新設

継続して検討

城下自治
連
 
城下地区防
犯防災協議
会
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11

12

継
続

上田電鉄別所線の早期復旧について

鋭意、復旧工事を実施中

実現に向け対応を検討

上田市
【土木課】

城下自治
連

上田市
【危機管理
防災課】

上田電鉄別所線は、
千曲川左岸地区と市
中心地区を結ぶ鉄路
で城下地区住民にもな
くてはならない交通手
段です、早期に復旧し
て頂きたくお願い致し
ます。                   (R2
年度～)

　体育館や校舎など避難施設の使
用範囲については、災害種別（風水
害、地震）や規模、学校教育の早期
再開などを踏まえ、施設管理者と協
議の上、教室を含めた利用ができる
ようにしてまいります。
　避難施設の鍵を自治会や住民が
主体となって設置する避難場所運
営委員会が管理・保管することに関
しては、施設の保安や管理面、上田
市地域防災計画に定める災害種別
に応じた指定避難所の開設手順、
昨年の台風災害の教訓も踏まえな
がら、市として施設管理者や城下地
区関係者の皆様と協議する場等を
設けて、判断してまいりたいと考え
ております。　また、教室等の学校
施設の使用については、個人情報
の保護や学校備品の管理等を踏ま
え、教育委員会と連携しながら学校
関係者と協議を進めるとともに、感
染症対策に必要なマスク等衛生用
品や間仕切り用パーテーション等の
購入を進め、指定避難所における
感染症対策に取り組んでまいりま
す。

平成25年度に上田市
で指定されている城下
地区広域避難所の城
下小学校、第四中、南
小、上田千曲高校等の
内、城下小、南小おい
て自治会との訓練を実
施しました。また緊急
時対応マニュアルも上
田市内で先駆けて作
成しました。
残る課題として、2階以
上の教室使用、鍵の自
治会保管等について
引き続き検討をお願い
いたします。　また、ウ
イルス等感染症対応の
ためなるべく広範に教
室等使用できるようお
願い致します。
(H24年度～)

城下地区の第二次広
域避難場所は、低地で
安全が危惧されますの
で、内容の検討をお願
いします。
①体育館のみなのか
②２階以上の教室も可
能なのか③鍵の自治会
保管等地震時における
避難場所は校庭等とな
つていますが須川池の
決壊も考えられますの
で、柔軟な運用をお願
い致します。

城下自治
連
 
城下地区防
犯防災協議
会

安全な災害時緊急避難所の開設

新
規

　上田電鉄別所線の災害復旧事
業につきましては、６月までの第
１期工事が滞りなく完了しており
ますが、市民の皆様に対して早
期に復旧の目標をお示しするべ
く、上田電鉄と協議のうえ、全線
運行再開予定日を令和３年３月
２８日（日）といたしました。
　秋以降の第２期工事につきまし
ても、国土交通省と千曲川河川
事務所が進める左岸堤防復旧工
事との調整を図りながら、全線運
行再開に向け、鋭意、復旧事業
を推進してまいります。
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新
・
継

担当課所 自治会名

　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

13

14

15

益々進む高齢化と共
に、認知症等により行
方不明になられる方々
が多くなつています。こ
のような案件の場合、
家族はもとより自治会・
消防・警察・社協・包括
支援センター等と協力
して、自治会屋外放送
等を利用して懸命に対
応しています。しかし、
行方不明者の通報の
遅れもあって、捜索が
難航している状況で
す。今後、上田市・社
協等の取り組みについ
て具体的にお示し下さ
い。
(H24年度～)

朝日ケ丘自治会西側
に道路が新設され、御
所沢との間に公園が設
置されましたが公園と
は名ばかりで整備も管
理されないまま放置さ
れております。適正に
管理頂きますようお願
い致します。
(R2年度～)

市道神畑原峠線新設に伴う防音壁と御所沢との間の公園整備と管理について

継
続

上田市
【スポーツ
推進課】

朝日ケ丘

        

上田市
【土木課】

復旧工事実施中

城下地区社
会福祉協議
会

城下自治
連

城下地区防
犯防災協議
会

　市では、認知症高齢者が徘徊した
場合、その位置情報が分かるシステ
ムを利用する場合の助成事業を
行っております。
　また、平成３０年度から見守りシー
ル交付事業を開始しました。衣服等
に貼り付けておくと発見した方が迅
速に家族と連絡が取ることができる
仕組みとなっております。
　地域での見守りも重要と考え「認
知症サポーター養成」を進めてお
り、令和元年度末で15,662人の方が
サポーターとなっております。
　行方不明者の捜索は、警察・関係
機関が中心に行われますが、徘徊
の心配がある高齢者について、警
察署・市・地域包括支援センターへ
の事前登録をすすめており、市でも
「認知症見守りネットワーク」への登
録をお願いしております。

　古舟グラウンド、古舟橋マレット
ゴルフ場の復旧につきましては、
6月に工事請負契約を締結し、年
度内の完了を目指し、復旧工事
を進めております。

課題解決に向け前進

社会福祉事業

千　曲　町
マレットゴル
フ協会

上田硬式
少年野球
リーグ

要介護者等行方不明
者の捜索について

令和元年10月12日～
13日の東日本台風の
出水でグラウンドが流
失し使用できない状況
です早期に復旧して頂
きたく要望致します。
(R2年度～)

千曲川河川敷古舟グラウンドの復旧

上田市
【高齢者介
護課】

新
規

新
規

　管理が行き届かず申し訳ありま
せん。毎年手を入れることは困
難ですが、数年に１度の維持管
理ができるよう検討いたします。
　また、容易に維持管理ができる
ような工夫をさせていただきま
す。

前進しました
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新
・
継

担当課所 自治会名

　　令和2年度　城下まちづくり未来会議要望への回答書

要　 望　 概　　要
㊫は小学生の通学路事業名　　　　　　　項　目

長野県・上田市進捗状況
(令和2年10月末)

16

17

中　村

長期的な要望として中村地区内に公園を設置頂きたい

新
規

住民の健幸増進、憩い
の場として荒廃農地等
を活用して長期的に検
討して欲しい。(R2年度
～)

城下自治
連
 
城下地区防
犯防災協議
会

上田市
【学校教育
課】
【保育課】

学校等防災訓練の充実

新たな公園整備では、市内の公園
の全体的な配置バランス、必要性な
どを踏まえ、また公園の集約・再編
など検討していく必要もあるものと
考えており、公園整備は長期的な視
点のもと検討してまいりたいと考え
ております。なお、新たに公園整備
を行うには、市単独では財政面から
大変厳しい状況であり、国等の財政
支援を必要としますが、事業として
の採択要件など厳しく難しい状況で
あります。

【学校教育課】
　令和元年度の各学校での避難
訓練時における防火扉又は
シャッターを使用した訓練につい
ては、城下小学校・南小学校・第
四中学校で実施済となっており
ます。
　須川池の決壊等も考慮した訓
練については、城下小学校が避
難訓練において、千曲川の増水
を想定した避難方法と備えの確
認を行っております。
　今後の訓練への取り入れにつ
いては、各学校で検討するよう働
きかけてまいりたいと考えており
ます。
【保育課】
　保育園では、火事、地震、水
害、不審者を想定した避難訓練
を毎月、実施しております。火事
を想定した訓練では、水消火器
や火災報知設備を使用し、須川
池が決壊したことを想定した訓練
では、2階への避難を実施してお
ります。今後も万が一の災害に
備えて訓練等を行ってまいりま
す。

継
続

城下地区内の各保育・
小・中学校では、それ
ぞれ防災訓練等が実
施されていますが消防
法に基づき設置されて
いる設備について、そ
の作動状況の確認取り
扱い等設備を活用した
訓練、又、地震による
須川池の決壊等も考
慮した訓練を実施され
ますようお願い致しま
す。
(例:避難訓練時におけ
る防火扉又はシャッ
ターの使用)
    (H27年度～)

大きく前進しました

市全体の中で実施検討

上田市
【都市計画
課】
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